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訓示を受ける部隊長

師団創立６０周年記念行事

今
津
駐
屯
地
は
、
令
和
３
年

４
月
21
日
（
水
）
、
中
部
方
面

総
監
（
野
澤
陸
将
）
の
視
察
を

受
け
た
。

総
監
は
、
儀
じ
よ
う
、
幹
部

挨
拶
及
び
状
況
報
告
を
受
け
た

後
、
駐
屯
地
に
所
在
す
る
各
部

隊
及
び
自
衛
官
候
補
生
課
程
教

育
隊
を
視
察
し
、
隊
務
運
営
状

況
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
戦
車
試
乗
に
お
い
て

は
、
女
性
自
衛
官
と
し
て
初
め

て
戦
車
中
隊
に
配
置
さ
れ
た
第

３
戦
車
大
隊
第
１
中
隊
所
属
の

村
上
士
長
が
74
式
戦
車
を
操
縦

し
た
。
操
縦
を
終
え
た
村
上
士

長
は
「
総
監
乗
車
時
の
操
縦
は

と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
操
縦
練
成
を
頑
張
り
ま

す
」
と
語
っ
た
。

総監に対する状況報告

自衛官候補生課程教育視察（武器訓練）

戦車試乗（左：総監 右：戦車大隊長）
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村上士長

一斉放送により訓示を受ける隊員

師団長訓示

師
団
（
師
団
長

山
根
陸
将
）
は
、

令
和
３
年
５
月
14
日
（
金
）
、
千

僧
駐
屯
地
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）
に

お
い
て
、
師
団
創
立
60
周
年
記
念

行
事
を
挙
行
し
た
。

本
来
な
ら
ば
「
60
年
に
感
謝

想
い

を
未
来
へ

」
を
テ
ー
マ
に
、
日

頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の

皆
様
を
駐
屯
地
に
招
待
し
て
開
催

す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
緊
急
事

態
宣
言
の
発
令
に
伴
い
、
昨
年
に

引
き
続
き
一
般
公
開
を
中
止
し
た
。

こ
の
た
め
、
記
念
行
事
は
、
師
団

隷
下
各
部
隊
長
及
び
最
先
任
上
級

曹
長
の
参
列
の
も
と
、
師
団
長
訓

示
の
み
実
施
し
て
、
各
隊
員
に
対
し

一
斉
放
送
に
よ
っ
て
訓
示
内
容
を
徹

底
し
た
。

師
団
長
は
、
「
60
周
年
と
い
う

節
目
を
盛
大
に
祝
う
予
定
で
あ
っ

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
世
界
の

非
常
事
態
に
際
し
、
大
幅
に
行
事

を
縮
小
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態

が
早
期
に
収
束
す
る
こ
と
を
心
か

ら
願
う
」
と
述
べ
た
上
で
、
「
厳

し
さ
を
増
す
情
勢
に
い
つ
、
い
か

な
る
時
も
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
実
力
を
備
え
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
全
隊
員
が
日
々
精
進

す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
訓
示

し
た
。

師
団
は
、
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ

た
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
更
な
る
飛

躍
を
誓
う
。 !!



師
団
は
、
令
和
３
年
４
月
15
日
（
木
）
か
ら
28
日
（
水
）
ま
で
の

間
、
あ
い
ば
野
演
習
場
（
滋
賀
県
）
、
青
野
ヶ
原
演
習
場
（
兵
庫
県
）
、

長
田
野
演
習
場
（
京
都
府
）
、
信
太
山
演
習
場
（
大
阪
府
）
及
び
長

尾
山
演
習
場
（
兵
庫
県
）
に
お
い
て
、
方
面
・
師
団
統
制
演
習
場
春

季
整
備
を
実
施
し
た
。

本
演
習
場
整
備
は
、
訓
練
基
盤
の
維
持
・
拡
充
を
図
り
長
期
安
定

使
用
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
実
際
的
訓
練
環
境
の
構
築
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
た
。

編
成
完
結
式
に
お
い
て
整
備
隊
長
（
師
団
長

山
根
陸
将
）
は
、

人
員
約
２
０
０
０
名
、
車
両
等
約
５
６
０
両
で
編
成
さ
れ
た
整
備
隊

に
対
し
「
自
分
た
ち
で
演
習
場
を
作
り
直
す
と
の
気
概
を
持
て
」

「
部
隊
の
能
力
向
上
の
た
め
本
演
習
場
整
備
の
場
を
大
い
に
活
用
せ

よ
」
「
安
全
を
確
保
せ
よ
」
の
３
点
を
要
望
し
た
。

各
部
隊
は
、
日
頃
の
訓
練
で
使
用
し
て
い
る
演
習
場
の
道
路
・
射

撃
場
等
の
整
備
を
「
機
能
維
持
」
「
機
能
回
復
」
「
機
能
向
上
」
の

３
つ
の
区
分
で
行
い
、
効
率
的
か
つ
実
際
的
な
訓
練
を
実
施
す
る
た

め
の
基
盤
を
整
え
た
。

本
整
備
に
初
め
て
参
加
し
た
第
36
普
通
科
連
隊
本
部
管
理
中
隊
所

属
の
菅
野
士
長
は
「
担
当
し
た
射
座
の
修
復
で
は
、
機
能
回
復
し
た

射
座
を
見
て
、
達
成
感
を
感
じ
ま
し
た
」
と
述
べ
た
一
方
で
「
樹
木

等
が
伐
採
さ
れ
、
見
通
し
の
良
い
演
習
場
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
情

報
小
隊
の
斥
候
手
と
し
て
は
、
敵
に
発
見
さ
れ
な
い
よ
う
隠
密
行
動

の
練
度
を
向
上
さ
せ
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

若松の除去
（信太山演習場）

三角点標の新設
（あいば野演習場）

ドーザーによる抜根作業
（あいば野演習場）

道路整備
（長田野演習場）

整備隊による機材整備
（青野ヶ原演習場）

激励演奏
（あいば野演習場）

安全表示の補修
（青野ヶ原演習場）

射撃場（射座）の修復
（あいば野演習場）

小型ドーザによる溜め桝の土砂除去
（長尾山演習場）

編成完結式 師団長訓示
（あいば野演習場）
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令
和
３
年
４
月
か
ら
、
第
７
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

小
野
田

１
佐
）
、
第
36
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

伊
藤
１
佐
）
、
第
37
普

通
科
連
隊
（
連
隊
長

東
１
佐
）
、
第
３
特
科
隊
（
隊
長

小
松

１
佐
）
及
び
第
３
戦
車
大
隊
（
大
隊
長

足
立
２
佐
）
の
５
コ
部

隊
が
自
衛
官
候
補
生
課
程
教
育
を
担
任
・
実
施
中
で
あ
る
。
自
衛

官
候
補
生
課
程
は
、
基
本
教
練
、
武
器
訓
練
、
実
弾
射
撃
訓
練
及

び
徒
歩
行
進
訓
練
等
、
約
３
ヶ
月
に
わ
た
る
各
種
訓
練
を
通
じ
て

自
衛
官
と
し
て
の
基
礎
を
学
ぶ
も
の
で
、
約
３
４
０
名
の
自
衛
官

候
補
生
が
２
等
陸
士
へ
の
任
官
を
目
指
し
て
日
々
訓
練
に
邁
進
し

て
い
る
。

入
隊
か
ら
約
２
ヶ
月
が
経
過
し
て
、
第
37
普
通
科
連
隊
所
属
の

岡
自
衛
官
候
補
生
は
「
自
衛
隊
で
新
し
い
知
識
・
技
術
を
学

ぶ
こ
と
に
よ
り
自
分
の
成
長
が
実
感
で
き
、
同
期
と
と
も
に

訓
練
を
乗
り
越
え
る
こ
と
に
、
充
実
感
を
感
じ
て
い
ま
す
」

と
語
っ
た
。

３ ３ 師 団 だ よ り 第１４２号 令和３年（２０２１年） ５月

実弾射撃訓練（第７普通科連隊）

戦闘訓練を終えて
（第３６普通科連隊）

徒歩行進訓練
（第３特科隊）

特殊武器防護訓練（ガス体験）
（第３７普通科連隊）

歩哨訓練
（第７普通科連隊）

戦闘靴の手入れ
（第３特科隊）

武器訓練練度判定を終えて
（第３戦車大隊）

武器訓練（分解結合）
（第３戦車大隊）

戦闘訓練
（第３６普通科連隊）

ベットメイキング
（第３７普通科連隊）



元第７普通科連隊第１中隊

牧野 航平 さん

今
回
は
、
第
７
普
通
科
連
隊
第
１
中
隊
に
所
属

し
て
い
た
牧
野

航
平
（
ま
き
の

こ
う
へ
い
）

さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
牧
野
さ
ん
は
、

迫
撃
砲
砲
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
現
在
は
、

株
式
会
社
ｌ
ａ
ｂ
ｏ
で
勤
務
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
製

作
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ

在
隊
時
期
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

平
成
28
年
３
月
か
ら
約
２
年
勤
務
し
ま
し
た
。

Ｑ

自
衛
隊
在
隊
間
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
。

Ａ

日
常
の
訓
練
や
演
習
で
す
。
訓
練
や
演
習
を

通
し
て
協
調
性
や
助
け
合
い
な
ど
多
く
の
事
を

学
び
ま
し
た
。

Ｑ

自
衛
隊
経
験
で
役
立
っ
て
い
る
こ
と
は
。

Ａ

責
任
感
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
す
。
一
つ
の
仕

事
を
す
る
に
し
て
も
一
人
だ
け
で
は
で
き
ま
せ

ん
。
特
に
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｑ

現
在
の
職
場
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

お
客
様
と
製
作
チ
ー
ム
が
一
丸
と
な
っ
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
る
会
社
で
す
。

Ｑ

現
職
業
の
や
り
が
い
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

お
客
様
と
の
信
頼
・
繋
が
り
を
大
切
に
し
、

満
足
し
た
と
い
う
評
価
を
お
客
様
か
ら
頂
い
た

時
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

Ｑ

現
役
隊
員
に
向
け
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ

自
衛
隊
を
任
期
満
了
退
職
し
、
約
２
年
半
が

立
ち
ま
し
た
。
私
も
新
し
い
職
場
に
お
い
て
、

自
衛
隊
で
学
ん
だ
責
任
感
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

大
切
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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第３後方支援連隊第２整備大隊
第１普通科直接支援中隊

３等陸曹 元木 達也

第３６普通科連隊第３中隊

１等陸士 西口 日名太

今
回
は
、
第
36
普
通
科
連
隊
第
３
中
隊
に
所
属

す
る
西
口

日
名
太
（
に
し
ぐ
ち

ひ
な
た
）
１

士
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

出
身
地
、
入
隊
年
度
は
。

Ａ

大
阪
府
箕
面
市
出
身
、
令
和
２
年
４
月
に
入

隊
し
ま
し
た
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

国
際
貢
献
、
災
害
派
遣
等
で
人
を
助
け
る
存

在
に
憧
れ
入
隊
を
決
意
し
ま
し
た
。

Ｑ

新
隊
員
教
育
の
区
隊
・
班
は
。

Ａ

前
期
教
育
は
信
太
山
37
連
隊
１
区
隊
２
班
で
、

後
期
教
育
は
伊
丹
36
連
隊
２
区
隊
５
班
で
す
。

Ｑ

新
隊
員
教
育
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
友
情
・
驚
き
・
涙
が

あ
り
、
教
育
期
間
中
は
人
生
で
一
番
充
実
し
た

半
年
で
し
た
。

Ｑ

自
衛
官
と
し
て
の
や
り
が
い
は
。

Ａ

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
備
え
、
人
の
役
に

立
て
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ

苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
。

Ａ

尊
敬
さ
れ
る
よ
う
な
言
動
が
で
き
る
先
輩
像

と
は
何
か
と
、
毎
日
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

尊
敬
（
目
指
し
て
い
る
）
先
輩
は
。

Ａ

対
戦
車
小
隊
の
先
輩
方
で
す
。

Ｑ

営
内
で
の
生
活
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ

毎
日
、
充
実
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

初
級
Ａ
Ｔ
Ｍ
特
技
を
取
得
し
た
の
で
、
弾
薬

手
と
し
て
中
隊
に
貢
献
し
た
い
で
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
隊
員
で
す
が
、
立
派
な
自

衛
官
と
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
ご
指
導
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
は
、
第
３
後
方
支
援
連
隊
第
２
整
備
大

隊
第
１
普
通
科
直
接
支
援
中
隊
に
所
属
す
る
元

木

達
也
（
も
と
き

た
つ
や
）
３
曹
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
元
木
３
曹
は
、
火
器
整
備

班
陸
曹
と
し
て
勤
務
す
る
と
と
も
に
、
持
続
走

指
導
陸
曹
と
し
て
隊
員
の
体
力
向
上
・
後
輩
育

成
に
努
め
て
い
ま
す
。

Ｑ

出
身
地
、
陸
曹
候
補
生
課
程
入
校
年
度
は
。

Ａ

愛
媛
県
出
身
、
第
１
３
５
期
、
平
成
31
年

４
月
入
校
で
す
。

Ｑ

合
格
通
知
を
受
け
た
時
の
心
境
は
。

Ａ

こ
れ
ま
で
ご
指
導
頂
い
た
先
輩
方
の
恩
に

報
い
る
事
が
で
き
て
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

Ｑ

入
校
間
、
印
象
に
残
る
訓
練
は
。

Ａ

防
御
戦
闘
訓
練
で
す
。
分
隊
長
と
し
て
初

め
て
隊
員
を
指
揮
し
た
訓
練
で
す
。

Ｑ

特
に
学
ん
だ
こ
と
は
。

Ａ

企
図
の
徹
底
で
す
。
小
部
隊
の
指
揮
官
と

し
て
己
の
企
図
を
末
端
の
組
員
ま
で
明
確
に

認
識
さ
せ
る
こ
と
は
任
務
達
成
の
た
め
に
、

と
て
も
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

Ｑ

陸
曹
に
な
っ
て
の
心
境
の
変
化
は
。

Ａ

陸
曹
と
し
て
の
責
任
感
が
生
ま
れ
、
若
年

隊
員
の
見
本
と
な
る
様
な
行
動
を
心
掛
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ

今
後
の
部
隊
で
の
目
標
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

整
備
技
術
の
向
上
で
す
。

Ｑ

陸
曹
を
目
指
す
後
輩
隊
員
に
一
言

Ａ

俺
を
見
よ
・
俺
に
続
け

遠藤３曹

２
０
１
６
年
４
月
14
日
と
16
日
の
２
度
に
わ

た
っ
て
最
大
震
度
７
の
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
た
熊

本
地
震
が
発
生
。
地
震
発
災
を
受
け
、
第
３
師

団
か
ら
多
く
の
隊
員
が
熊
本
に
駆
け
付
け
、
人

命
救
助
、
生
活
支
援
の
任
務
を
遂
行
し
た
。

あ
れ
か
ら
５
年
。
当
時
の
災
害
派
遣
活
動
に

参
加
し
た
隊
員
か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。

第
３
通
信
大
隊
第
２
中
隊
の
遠
藤
伸
司
（
え

ん
ど
う

し
ん
じ
）
３
曹
は
、
２
０
１
１
年
に

自
衛
隊
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
で
の
災
害
派
遣

活
動
を
テ
レ
ビ
で
見
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
「
人
を
助
け
た
い
。
困
っ
て
い
る
人
の
役

に
立
ち
た
い
」
と
決
意
し
、
そ
の
翌
年
に
自
衛

隊
に
入
隊
。
入
隊
し
て
４
年
が
経
っ
た
頃
に
熊

本
地
震
が
発
生
し
、
入
隊
前
に
思
い
描
い
た
気

持
ち
を
胸
に
給
水
支
援
隊
の
一
員
と
し
て
熊
本

へ
と
向
か
っ
た
。

災
害
派
遣
現
場
は
、
倒
壊
し
た
建
物
や
亀
裂

の
入
っ
た
道
路
が
い
た
る
所
に
あ
り
、
被
害
の

大
き
さ
を
肌
で
感
じ
、
少
し
で
も
被
災
者
の
方

に
元
気
を
取
り
戻
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
必

死
で
任
務
に
あ
た
っ
た
。

遠
藤
３
曹
は
、
「
給
水
活
動
を
す
る
中
で
被

災
者
か
ら
直
接
『
あ
り
が
と
う
』
と
い
う
言
葉

を
も
ら
っ
た
こ
と
が
私
の
人
生
を
大
き
く
変
え

ま
し
た
。
当
時
は
自
衛
隊
以
外
の
職
に
も
魅
力

を
感
じ
、
任
期
満
了
退
職
し
よ
う
と
も
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
『
あ
り
が
と
う
』
を
き
っ

か
け
に
自
衛
官
を
生
涯
の
職
に
す
る
と
い
う
志

が
強
く
な
り
、
必
死
で
試
験
勉
強
に
励
み
ま
し

た
」
と
当
時
を
振
り
返
っ
た
。

現
在
、
陸
曹
と
な
り
、
搬
送
通
信
手
と
し
て

活
躍
中
の
遠
藤
３
曹
。
災
害
派
遣
の
経
験
を
後

輩
に
伝
え
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害

に
対
応
で
き
る
よ
う
後
輩
育
成
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

NEW
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ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ Twitter facebook

第３師団ホームページでは、過去の３師
団だよりや、開催予定イベントの紹介など
を逐次更新しています！
ツイッター、フェイスブックも更新して
いるので、是非遊びに来てくださいね！

ｿｰｼｬﾙﾃﾞｨｽﾀﾝｽ

ﾏｽｸ着用

第
３
師
団
の
皆
さ
ん
、
自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部
で
す
。

京
都
地
方
協
力
本
部
に
は
、
第
７
普
通
科
連
隊
、
第
３
施
設
大
隊
、
第
３

特
科
隊
等
、
第
３
師
団
出
身
の
隊
員
が
多
く
勤
務
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
広
報
官
と
し
て
、
募
集
の
第
一
線
で
任
務
を
遂
行
す
る
第
３
師
団

出
身
の
二
人
を
紹
介
し
ま
す
。

近
畿
２
府
４
県
に

所
在
す
る
各
自
衛

隊
地
方
協
力
本
部

か
ら
の
情
報
発
信

コ
ー
ナ
ー

【お問い合わせ】 京都地方協力本部広報室 内線８－７２３－５２１

【地本HP】

京都地方協力本部

【Twitter】 【Facebook】 【Instagram】

内山 友宣 ２等陸曹（河原町募集案内所）

コロナ禍の影響により、入隊式を見られない
入隊者の家族にライブ中継による配信を京都地
本募集課が企画し実現

京都地本入隊者の家族からも大好評！！

今後も、「コロナ禍に負けない！！」

永野 竜樹 ２等陸曹（福知山地域事務所）

入隊者との記念撮影（右：内山２曹）

マメ

今
年
も
梅
雨
が
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。
近
畿
地
方
は
例
年
よ

り
20
日
程
度
早
い
梅
雨
入
り
と
な
っ
た
よ
う
で
「
観
測
史
上

最
速
」
な
ん
だ
と
か
。

先
日
、
紫
陽
花
（
あ
じ
さ
い
）
の
開
花
と
、
そ
の
そ
ば
で

佇
む
カ
タ
ツ
ム
リ
を
確
認
し
、
梅
雨
ら
し
い
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

に
、
少
し
ほ
っ
こ
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
癒
し
を
求
め
て
、
こ
の
よ
う
な
組
み
合
わ
せ
は

他
に
な
い
も
の
か
と
、
調
べ
て
み
ま
し
た
。
中
に
は
古
く
か

ら
親
し
ま
れ
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
こ
ぼ
れ
話
に
「
な
る
ほ
ど
」

と
思
っ
た
も
の
が
色
々
あ
っ
た
の
で
、
今
回
は
そ
の
中
か
ら

い
く
つ
か
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
獅
子
に
牡
丹…

定
番
の
図
柄
で
、
百
獣
の
王
で
あ
る
獅
子

（
ラ
イ
オ
ン
又
は
そ
れ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
想
像
上
の
動
物
）
と
、

花
の
王
と
呼
ば
れ
る
牡
丹
と
の
絢
爛
豪
華
な
組
み
合
わ
せ
で

す
。
体
毛
に
寄
生
す
る
害
虫
が
獅
子
の
唯
一
の
弱
点
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
牡
丹
の
花
か
ら
滴
る
夜
露
を
浴
び
る
こ
と

で
浄
化
で
き
る
た
め
、
獅
子
は
牡
丹
の
下
で
安
息
を
得
る
と

い
う
伝
説
が
あ
り
、
獅
子
の
安
住
の
地
と
い
う
こ
と
で
も
、

良
い
組
み
合
わ
せ
と
し
て
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

○
紅
葉
に
鹿…

花
札
の
10
月
の
札
で
も
知
ら
れ
る
構
図
で
す
。

俗
に
鹿
肉
の
こ
と
を
「
モ
ミ
ジ
」
と
言
い
ま
す
が
、
こ
の
花

札
の
図
柄
に
そ
の
由
来
が
あ
る
よ
う
で
す
。
（
諸
説
あ
り
ま

す
。
）

こ
の
「
モ
ミ
ジ
」
と
い
う
名
称
は
、
獣
肉
食
が
タ
ブ

ー
視
さ
れ
て
い
た
江
戸
時
代
に
、
鹿
肉
を
示
す
隠
語
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
札
に
描
か
れ
て
い
る
シ
カ
は
、
そ
っ
ぽ
を
向

い
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
無
視
を
す
る
こ
と
を
「
シ
カ

ト
す
る
」
と
言
っ
た
り
も
し
ま
す
が
、
こ
れ
も
「
シ
カ
」

「
10
月
（
ト
）
」
が
語
源
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

○
月
と
兎…

お
月
見
で
、
ス
ス
キ
や
団
子
と
一
緒
に
描
か
れ

る
姿
が
定
番
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
月
の
黒
い
模
様
の
部

分
が
モ
チ
を
つ
い
て
い
る
兎
に
見
え
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

月
に
兎
が
住
ん
で
い
る
と
い
う
伝
承
の
起
こ
り
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
月
の
模
様
は
、
国
や
地
域
に
よ
っ
て
「
カ

ニ
」
「
犬
」
「
ワ
ニ
」
「
本
を
読
む
お
ば
あ
さ
ん
」
等
、
見

え
方
は
様
々
あ
る
よ
う
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
伝
承
が
あ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
特
別
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

と
ま
で
は
言
え
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
組
み
合
わ

せ
な
ら
で
は
と
い
っ
た
発
見
も
あ
り
ま
し
た
。

少
し
前
に
ペ
ン
と
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
と
ア
ッ
プ
ル
の
組
み
合

わ
せ
た
歌
が
、
世
界
的
な
ヒ
ッ
ト
を
生
ん
だ
事
例
も
あ
り
、

ま
だ
ま
だ
未
知
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
、
す
ぐ
そ
こ
に
眠

っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

「

組

み

合

わ

せ

」


